
２０１８年　　月
«団体»　様
山口県ゆきとどいた教育をすすめる会
ゆきとどいた教育を求める全国署名（教育全国署名）
にご協力ください
日頃からお世話になっております。また、これまで子どもたちの教育条件改善のため、ご理解・ご協力くださいましたことに対し、厚く御礼申し上げます。
さて、「ゆきとどいた教育を求める全国署名」は、29年間で4億5千万筆を集め、国・都道府県を動かし、教育条件を改善する大きな力となってきました。
国は不充分ながらも小学校1・2年生で35人以下学級を実施し、山口県では2011年度から県独自の施策として、小・中学校の完全35人学級化が実現しました。2013年度からは小学校で30人学級の実践研究が始まっています。
しかし、安倍政権となって以降、少人数学級の前進はなくなりました。それどころか2014年度の４月入学生からは高校無償化が廃止され、所得制限が導入されました。これは「社会全体で学びを支える」という理念を否定するものです。OECD諸国で所得制限を導入している国はありません。
日本の「教育機関への公財政支出」の対GDP比は3.2％で、OECD諸国の中では最下位なっています。教育条件整備の改善が後退している今こそ、子どもたちにゆきとどいた教育を求めるこの署名の意義と重要性はますます高まっています。
つきましては、趣旨をご理解いただき、下記についてよろしくお取り計らいくださいますよう、お願い申し上げます。
記
（１）教育全国署名運動のスローガン
「３０人学級実現、私学助成の大幅増額、教育費の父母負担軽減、障害児教育の充実を！」
（２）同封の署名用紙およびチラシ数　　　各　«枚数»　枚
（３）署名のしかた
お１人に１枚(５筆分)配布していただき、できましたら家族署名(代筆も可)もお願いします。
（４）期　日
１１月○○日（○)までにお願いします。
（５）問い合わせ先
山口県立○○学校　　教職員代表　○　○　○　○　　（TEL:　　　　　　　　　）
